
日 時 終了時間 会  場 
参加者数 担 

当 男 女 計 

6 月 7 日(火) 
18：00～19：25 百戸コミセン 4  0  4  Ａ班 

18：00～19：27 日の出地区集会所 6  0  6  Ｂ班 

6 月 8 日(水) 
18：00～19：30 寿の家昭和老人クラブ 2  1  3  Ａ班 

18：00～19：13 若木生活館 3  6  9  Ｂ班 

6 月 20 日(月) 
18：30～19：52 交流センターみらい 8  2  10  Ａ班 

18：00～19：18 美園会館 3  3  6  Ｂ班 

6 月 21 日(火) 
18：00～19：55 茂尻新町老人クラブ 8  1  9  Ａ班 

18：00～19：27 ほろおか交流センター 5  0  5  Ｂ班 

6 月 23 日(木) 
16：00～18：15 福栄地区集会所 9  8  17  Ａ班 

18：00～19：02 平岸高齢者コミセン 4  0  4  Ｂ班 

6 月 24 日(金) 
18：00～19：53 文京生活館 5  1  6  Ａ班 

18：00～19：37 茂尻生活館 13  8  21  Ｂ班 

計 70  30  100   
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一気に涼しくなり、最近は天候の移り変わりも多く、健康管理や防災に対
する知識も今まで以上に求められる時代ですね。そんなことを家族で学ぶ時
間も多くなれば、家族の絆も深まるきっかけになるかもしれませんね。
さて、昨年は改選期で開催を見合わせました市民のみなさまとの意見交換

会ですが、本年も多くのご参加、ご意見をいただき、今後の議会活動にも反
映させていきたいと思っています。引き続き、これからの赤平のため、将来
の家族のためにも、まちづくりに関するご意見をお近くの議員にお寄せくだ
さい。よろしくお願いいたします。（植村）

かわら版編集委員会 植村・五十嵐・向井・木村・御家瀬

平成28年度 議会報告と意見交換会開催実績

６月７日から６日間におよ

び、２班に分かれて市内１２ヶ

所で開催されました議会報告

会と市民のみなさまとの意見

交換会は、大変お忙しい中に

も関わらず各町内会の役員の

【議会報告と市民との意見交換会 臨時号】

みなさまの呼びかけにより、

多くの参加者の中で開催でき

ましたこと大変うれしく思っ

ています。

お寄せいただいたご質問と

回答の詳細をまとめましたの

で臨時号としてみなさまにお

伝えいたします。

貴重なご意見
ありがとう

ございました。

６月７日百戸コミセンにて

６月２４日茂尻生活館にて

Ａ班：北市・獅畑・伊藤・木村・植村

Ｂ班：五十嵐・若山・向井・竹村・御家瀬

班の構成メンバー



。 議会に対する意見・要望及び回答

Ｑ１議会報告会をもっと小刻みにやってほしい。PRの対策も
さらに考えてほしい。市議会議員の方も意見交換会を開催する
地域の人に、参加を促してほしい。議会報告会は、町内会の行
事に組み入れるなどしてはいかがか。また、同じ月に行政と議
会の報告会が２つ重なった。さらに多くの市民が集まるように
調整を図ってほしい。

Ａ１今年の議会報告会は前回よりさらに開催場所を増やし実
施しました。今後も市民の皆様のご意見を参考にさせていただ
きながら、充実した報告会になるよう検討、協議していきます。

Ｑ２かわら版の拡大、充実の検討や議会便りを復活すること
も考えてほしい。

Ａ２かわら版のあり方について、意見交換会終了後、協議を
した結果、「市民皆さんの声をできるだけ反映していきたい」、
「発行時期もできるだけ早くしていきたい」との意見で一致を
したところですが、紙面数や記事の内容等、具体的な項目につ
いては、今後この協議を継続し、早めに結論を出していくこと
になりました。また、今年度分のかわら版については、試験的
に紙面を増やして発行する予定ですので、是非ご覧いただきた
いと思います。今後もかわら版については、市民の皆さんが
「見やすく、分かり易い」紙面づくりを目指して努力していき
ますので、ご理解願います。

Ｑ３議会運営委員会がよくわからない。今の委員も全員でな
い。意見書の反対討論があって賛成討論がないのはなぜなのか。

もう少しわかりやすい議会運営委員会にしてほしい。議会運
営委員会は、１人会派が参加できないのに、その中で採択をす
るのはいかがか。また、意見書に関する討論は、反対者だけが
発言するのではなく、賛成者も発言してはどうか。

Ａ３討論につきましては、各議員（会派も含めて）の判断で
行われているところですが、今回の話し合いにおいて、「傍聴
者にも解りやすい」進め方を各議員が心掛けることを確認いた
しました。また、議会運営委員会の委員の選出は、条例や申し
合わせにより決定していますので、ご理解願います。

Ｑ４彫刻公園、赤平ベースの設置とその後の市に対する経済
的な効果を議会ではどのように判断しているのか。さらなる推
進も考えてほしい。

Ａ４「彫刻公園と赤平ベース」に関しましては、議員個々が
一般質問や予算審査特別委員会などにおいて、質問や意見・要
望等を行ってきた経緯があります。議会では、これらの施設が
適正に運営されていくことを望んでいますので、今後も引き続
き経過を見守りながら対応していきたいと考えています。

Ｑ５議員の仕事が見えにくい。議員団としてまちづくりに関
した提案をもっと積極的に出来ないのか。さらに、議会の傍聴
に行った際に感じたことだが、議会が出来すぎている。行政と議会
がもっと議場で意見をぶつけ合ってもいいのではないかと感じた。

Ａ５まちづくりの提案等につきましては、一般質問などにお
いて各議員が積極的に行っております。
また、本議会における質問や答弁についてですが、今後も議員
の資質を高めながら、より高度な議論を展開していきたいと考
えておりますので、ご理解願います。

Ｑ６一般質問の時間が４０分（答弁を除く）では短いのでは
ないか。

Ａ６このことについて、協議をした結果、現状どおり行って
いくことを確認いたしましたので、ご理解願います。

Ｑ７現在、町内会は４２町内あるが、議員が１０人では少な
すぎるのではないか。また、現在の議員報酬では新しい候補者
が出てこないのではないか。若い人が立候補できるようにして
はどうか。
議員１０人で十分な対応ができるのか。また、議員立候補者を
増やすための環境づくりを考えられないか。議員の報酬は他の
市町と比べるとどうなのか。立候補する人が少なくなる。他市
並みにした方が良いのではないか。

Ａ７議員定数につきましては、現在の任期（平成３１年４月
まで）中に十分な議論を行い、次回の結論を出していきたいと
考えていますので、ご理解願います。
次に、議員報酬についてですが、赤平市議会議員の報酬額は、
「特別職報酬等審議会」での答申結果により、報酬額が決定
（議会の議決が必要）されますので、ご承知置き願います。
また、赤平市議会議員の報酬額についてですが、現時点では、
全道３５市中、４番目に低い報酬額となっています。

Ｑ８本議会の開催を夜間や土・日にしたらどうか。

Ａ８現時点では、難しい状況にあると思われますが、今後議
会改革検討協議会で協議をしていきたいと考えております。

Ｑ１市役所の職員配置人数は適切なのか。

Ａ１職員の配置につきましては、事務量に見合った人員配置
の見直しや、重要度の高い事務事業に重点的に職員を配置する

など、適正な定員管理に努めているところですが、今後におき

ましても、組織機構の再編や事務事業の見直しなどの取組みに

より職員の適正配置に努めてまいりたいと思います。

Ｑ２庁舎内の案内看板の設置と接客の意識をさらに高めてほ
しい。

Ａ２コミセン入り口付近を整理し、お客様の目に付くよう工
夫し、案内板を設置してまいります。

また、お客様のニーズをしっかりお聞きし、お客様のお求めに

なっている窓口をご案内するなど、接客の意識をもって対応し

てまいります。

Ｑ３花火大会の駐車場の確保対策を望む。

Ａ３当市の花火大会は、市民からの寄附金を募りながら5、00
0発の花火の打ち上げを継続しており、好評を得て年々来場者数

が増加傾向にありますので、駐車場の確保について検討してま

いります。

Ｑ＆Ａ

行政に対する意見・要望及び回答

※行政に対する質問は下記の３点にしぼりました。

Ｑ＆Ａ


